






要約：東京都の新生児医療は東京都新生児救急医療協議会に属する 17 施設を中心に行わ

れているが、最近、全ての NICU が満床で重症児の受け入れベッド数がゼロの日が増加し

てきている。極小未熟児の生存率が改善され、延べ入院日数が増加したこと、重症例が生

存可能になり、長期間呼吸管理が必要な症例が増加していることが、この原因と考えられ

る。これらの長期呼吸管理必要例の増加を考慮して NICU ベッド数を算定し直すと、出生

千あたり 1.3床必要である。東京都に必要な NICU ベッド数を出生 10 万として試算すると

130 床となり、現在の NICU ベッド数では不足である。将来は、都内を 3つの地域に分け、

23 区内に 2 施設、多摩地区に 1 施設の基幹病院をおくような regionalization が必要で

ある。


